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函館五稜郭病院・泌尿器科外来において 2024年 4月 1日から 2026年 3月 31 日までの

期間に、夜間頻尿に対して自己評価表を用いた行動療法を行われた方へ 

 この研究は、代表機関である札幌医科大学附属病院 臨床研究審査委員会において一

括審査された後、函館五稜郭病院 病院長の許可を得て実施されます。 

 

研究課題名 『夜間頻尿に塩分過剰摂取はどれだけ寄与しているのか』へご協力

のお願い 

 

研究代表機関  札幌医科大学附属病院 

共同研究機関  函館五稜郭病院 他（共同研究機関参照） 

１．研究の概要 

1) 研究の目的 

研究代表機関と共同研究機関である函館五稜郭病院において夜間頻尿に対して自己

評価表を用いた行動療法を行われた方の推定 1日塩分摂取量などを調べて、塩分の摂取

量が夜間頻尿にどの程度影響を与えているかを明らかにすることがこの研究の目的で

す。 

 

2) 研究の意義･医学上の貢献 

夜間頻尿に対して自己評価表を用いた行動療法を行われた方の推定 1 日塩分摂取量

などを把握する事により、今後夜間頻尿の治療を受けられる患者さんの治療方法、治療

後の対応の参考にすることができます。 

この研究で得られた成果は、研究参加施設の患者さんに限らず、広く全国の同じ疾患

の（同じ治療を施行した）患者さんの治療や治療後のケアの改善に貢献できる可能性が

あります。 

 

２．研究の方法 

1) 研究対象者 

2024 年 4月 1日～2026年 3月 31日の間に、函館五稜郭病院および代表機関である札

幌医科大学附属病において夜間頻尿に対して自己評価表を用いた行動療法を行われた

方が研究対象者です。 

 

2) 研究期間 

病院長承認後～2027年 3月 31日 

 

3) 予定症例数 

研究全体で 200人当院では 10人を予定しています。 
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4) 研究方法 

2024 年 4月 1日～2026年 3月 31日の間に、研究代表機関と共同研究機関である函館

五稜郭病院において夜間頻尿に対して自己評価表を用いた行動療法を行われた方の診

療情報を確認することで、治療前後における夜間排尿回数や各行動療法の達成度などを

調べます。 

 

5) 使用する情報 

この研究に使用するのは、病院のカルテに記載されている情報の中から以下の項目を

抽出し使用させていただきます。情報の利用または提供開始予定日は 2024 年 10月 1日

です。分析する際には氏名、生年月日などのあなたを特定できる情報は削除して使用し

ます。また、あなたの情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注意を

払います。 

・ 行動療法を始めた日付、行動療法を終了した日付、年齢、処方状況、他の病気の状

況 

・ 尿検査による推定 1日塩分摂取量 

・ 行動療法前における生活習慣のアンケート 

・ 治療前後の排尿に関するアンケートの結果 

・ 行動療法の自己評価表 

 

6) 情報の保存、二次利用 

この研究に使用した情報は、研究終了後 5年間、札幌医科大学泌尿器科学講座内で保

存させていただきます。電子情報の場合はパスワード等で管理･制御されたコンピュー

ターに保存します。その他の情報は施錠可能な保管庫に保存します。なお、保存した情

報を用いて新たな研究を行う際は、臨床研究審査委員会（倫理審査委員会）にて承認を

得ます。 

 

7) 情報の管理責任者 

この研究で使用する情報は、以下の責任者が管理します。 

札幌医科大学附属病院 病院長 土橋和文 

函館五稜郭病院 病院長    中田 智明 

 

8）研究結果の公表 

この研究は氏名、生年月日などのあなたを特定できるデータをわからない形にして、

学会や論文で発表しますので、ご了解ください。 

9) 研究に関する問い合せ等 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、あ
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なたの情報が研究に使用されることについて、あなたもしくは代理人の方にご了承いた

だけない場合には研究に使用しませんので、2026年 9月 30日までの間に下記の連絡先

までお申し出ください。お申し出をいただいた時点で、研究に用いないように手続をし

て、研究に用いられることはありません。この場合も、その後の診療など病院サービス

において患者の皆様に不利益が生じることはありません。 

ご連絡頂いた時点が上記お問い合せ期間を過ぎていて、あなたを特定できる情報がす

でに削除されて研究が実施されている場合や、個人が特定できない形ですでに研究結果

が学術論文などに公表されている場合は、解析結果からあなたに関する情報を取り除く

ことができないので、その点はご了承下さい。 

 

＜問い合わせ・連絡先＞ 

函館五稜郭病院 泌尿器科外来 

責任医師氏名  髙橋 敦 

電話：0138-51-2295 （病院代表番号） 

(月曜日から金曜日：9時 00分～16時 30分) 

 

＜共同研究機関＞ 

機関名：JCHO 北海道病院 

研究責任者 氏名：高柳明夫   所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：札幌中央病院 

研究責任者 氏名：市原浩司    所属・職名：泌尿器科・診療部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：函館五稜郭病院 

研究責任者 氏名：髙橋敦     所属・職名：泌尿器科・診療部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：釧路赤十字病院 

研究責任者 氏名：鰐渕敦     所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：帯広協会病院 

研究責任者 氏名：岡田学     所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 
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機関名：製鉄記念室蘭病院 

研究責任者 氏名：福多史昌     所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：旭川赤十字病院 

研究責任者 氏名：堀田 裕      所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：滝川市立病院 

研究責任者 氏名：松川雅則     所属・職名：副院長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：砂川市立病院 

研究責任者 氏名：國島康晴     所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：NTT 東日本札幌病院 

研究責任者 氏名：伊藤直樹     所属・職名：副院長 泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：北海道医療センター 

研究責任者 氏名：野藤誓亮     所属・職名：泌尿器科・医長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：市立室蘭総合病院 

研究責任者 氏名：加藤隆一     所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：王子総合病院 

研究責任者 氏名：佐藤俊介     所属・職名：泌尿器科・主任科長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：済生会小樽病院 

研究責任者 氏名：堀田浩貴      所属・職名：泌尿器科・部長 

本研究における役割：情報の提供 
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機関名：市立根室病院 

研究責任者 氏名：阿部純也     所属・職名：泌尿器科・医長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：八雲総合病院 

研究責任者 氏名：石田博英     所属・職名：院長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：留萌市立病院 

研究責任者 氏名：高橋文彦     所属・職名：院長 

本研究における役割：情報の提供 

 

機関名：道立羽幌病院 

研究責任者 氏名：阿部昌彦     所属・職名：院長 

本研究における役割：情報の提供 

 


